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社
会
保
障
削
減
を
加
速

参
院
選
後
に
具
体
化
へ

骨太方針

増税反対示す選挙に

財
源

　

日
本
の
税
制
度
は
大
企

業
、
超
富
裕
層
に
優
位
な
も

の
と
な
る
よ
う
歪
め
ら
れ
て

き
た
。
消
費
税
導
入
以
前
と

比
べ
て
大
企
業
の
法
人
税
率

は
42
％
か
ら
23
・
２
％
へ
、

超
富
裕
層
の
所
得
税
率
は
60

％
か
ら
45
％
へ
と
軽
減
さ
れ

た
。
企
業
の
内
部
留
保
は
４

４
６
兆
円
を
超
え
、
過
去
最

大
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

大
企
業
・
超
富
裕
層
減
税
の

穴
埋
め
に
充
て
ら
れ
て
き
た

消
費
税
は
国
税
収
入
の
３
割

に
届
こ
う
と
し
て
い
る
。
富

め
る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、

格
差
と
貧
困
は
広
が
る
一
方

だ
。

　

政
府
は
財
政
危
機
を
煽

り
、
国
民
の
負
担
増
は
不
可

避
で
あ
る
と
強
弁
す
る
。
社

会
保
障
制
度
の
維
持
を
名
目

に
消
費
税
10
％
へ
の
税
率
引

き
上
げ
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
増
税
せ

ず
と
も
財
源
は
あ
る
。
応
能

負
担
の
原
則
に
立
ち
返
り
、

税
制
度
の
歪
み
を
た
だ
す
こ

と
で
38
兆
円
も
の
財
源
が
生

ま
れ
る
の
だ
（
図
）。運

動

　

10
月
実
施
が
予
定
さ
れ
る

10
％
へ
の
消
費
増
税
は
、
ま

だ
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
議
院
選
挙
で
増
税
反
対
派

が
多
数
を
占
め
る
こ
と
だ
。

４
野
党
は
32
あ
る
１
人
区
で

統
一
候
補
を
擁
立
。
共
闘
は

前
に
進
ん
で
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
総
選

挙
で
野
党
連
合
が
勝
利
し
、

消
費
税
を
廃
止
さ
せ
た
。
選

挙
は
国
民
が
税
に
対
す
る
意

思
表
示
を
す
る
機
会
で
あ

り
、
歪
み
を
た
だ
す
の
は
市

民
に
よ
る
運
動
の
力
で
あ

る
。

　

消
費
税
は
国
民
に
と
っ
て

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。
増

税
反
対
の
民
意
を
示
す
こ
と

が
重
要
だ
。 

（
お
わ
り
）

税の歪みをただせば38兆円の財源が確保できる

5税制改革と社会保障財源の確保

スウェーデン北極圏の針葉樹林。厳しい
自然の中で育まれた先見性は、予防歯科
の発展に寄与しているのでは　　　　　

参
考
文
献

１
．Swedish Institute. Swedes and taxes. 

2019. https://sweden.se/society/why-swedes-
are-okay-with-paying-taxes/

２
．The Organisation for Economic Co-

operation and Development (OECD). 
Consumption Tax Trends 2016 - Sweden 
2016. www.oecd.org/tax/consumption/
consumption-tax-trends-sweden.pdf.

３
．The International Foundation for 

Electoral Systems (IFES). ElectionGuide. 
www.electionguide.org.

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

予防歯科を育んだ土壌

　

私
が
最
初
に
北
欧
を
訪
れ
た
の
は
、
１

９
９
９
年
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
っ
た
。
当

時
の
総
務
省
に
よ
る
青
年
国
際
交
流
事
業

に
参
加
し
、
一
カ
月
間
、
現
地
の
小
学

校
、
大
学
、
病
院
、
博
物
館
、
大
使
館
な

ど
を
訪
問
し
、
相
手
側
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
参
加
者
と
意
見
交
換
し
た
。
参
加
し
た

動
機
は
、
北
欧
で
予
防
歯
科
の
発
達

を
可
能
に
し
た
社
会
や
人
々
の
考
え

方
の
根
源
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　

そ
の
時
、
日
本
と
の
大
き
な
違
い

を
感
じ
た
の
は
、
林
業
が
主
産
業
だ

っ
た
歴
史
で
あ
る
。
林
業
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
50
年
先
の
こ
と
を

見
据
え
て
計
算
で
き
る
監
督
係
が
必

要
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
稲
作
文
化
の

日
本
で
は
半
年
先
に
収
穫
が
あ
る
の

に
対
し
、
厳
し
い
気
候
で
の
生
業
に

は
先
見
性
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
50
年
先
の
こ
と
を
想
定
す
る
力

を
鍛
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
長

期
展
望
が
必
要
な
予
防
歯
科
を
受
け

を
行
っ
て
い
る
。
多
く
払
え
ば
、
見

返
り
も
多
い
と
い
う
信
頼
が
築
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
税
金
が
高
い
と

不
満
を
抱
い
て
い
た
人
も
、
何
か
し

ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
機
会

が
あ
る
と
、
高
い
満
足
を
得
て
い
る

よ
う
だ
。
自
分
も
次
の
日
に
は
事
故

や
病
気
で
体
が
不
自
由
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
考
え
も
聞
く
。

一
人
ひ
と
り
が　
　
　

一
人
ひ
と
り
が　
　
　

し
く
み
の
改
善
に
参
加

し
く
み
の
改
善
に
参
加

　

選
挙
の
投
票
率
も
北
欧
諸
国
と
日

本
と
で
は
随
分
違
う
。
２
０
１
８
年

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
総
選
挙
の
投
票
率

は
87
％
だ
っ
た
﹇
３
﹈。
政
治
が
身

の
住
民
税
）
が
収
入
の
約
30
％
﹇
１
﹈、

消
費
税
が
約
25
％
﹇
２
﹈
で
あ
る
。
税
を

意
味
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
〝skatt

〞

は
、〝
宝
物
〞
と
い
う
意
味
も
合
わ
せ
持

つ
よ
う
に
、
税
金
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
随
分

違
う
。
そ
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
、

国
民
に
対
し
て
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑫
part. 2

近
に
あ
り
、
政
党
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
人
も
珍
し
く
な
い
。
社
会
の
し

く
み
を
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
主
体
的

な
目
が
光
っ
て
い
る
わ
け
で
、
歯
科
医
療

に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
国
際
的
に

使
わ
れ
て
い
る
〝
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
〞（
行

政
監
察
委
員
）
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

税
金
に
対
す
る
考
え
方

税
金
に
対
す
る
考
え
方

　

北
欧
で
歯
科
医
療
を
含
め
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の
が
、
高
い
税
金
で

あ
る
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。
例
え
ば
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
地
方
所
得
税
（
日
本

所得税の見直しに
よる増収
●超富裕層からの
　増収
●株配当収入への
　適正な課税など

法人税の見直しに
よる増収
●法人税率の適正化
●大企業優遇税制の
　改善など

住民税の見直しに
よる地方税全体の
増収
●大企業優遇税制
　 （地方税）の改
　善など

10.7兆円

23.5兆円

3.8兆円

立正大学客員教授・税理士　浦野広明

忍び寄る
医療保険

「改革」
中

　

先
の
国
会
で
成
立
し
た

「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
」。
同
法
で
は
審
査
支
払

機
関
の
「
機
能
強
化
」
を
掲

げ
、
支
払
基
金
の
審
査
業
務

の
効
率
化
や
審
査
基
準
の
統

一
化
、
支
部
組
織
の
体
制
見

直
し
で
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

を
予
定
す
る
。
政
府
は
、
支

払
基
金
と
国
保
連
合
会
に
お

い
て
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
分

析
業
務
な
ど
を
新
設
し
、
官

民
で
の
活
用
を
目
指
す
。
機

関
の
「
改
革
」
と
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
の
目
的
外
利
用
開
放

で
患
者
・
医
療
者
は
ど
う
な

る
の
か
。
審
査
支
払
機
関
の

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

◇

　

支
払
基
金
で
は
審
査
業
務

の
徹
底
的
な
効
率
化
へ
向

け
、
現
在
全
レ
セ
プ
ト
の
65

％
に
留
ま
っ
て
い
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
審
査
を
２
０

２
１
年
以
降
９
割
程
度
へ
の

引
き
上
げ
を
目
指
す
。
審
査

委
員
会
で
審
査
に
か
け
ら
れ

る
前
に
職
員
が
事
前
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト
も

１
割
程
度
（
現
行
３
割
）
に

抑
え
、
最
終
的
な
審
査
委
員

会
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は
１
％
以

下
を
目
指
す
と
い
う
。

　

一
律
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

審
査
の
拡
大
で
、
治
療
の
方

向
性
が
レ
セ
プ
ト
の
審
査
過

程
に
左
右
さ
れ
、
患
者
に
と

っ
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
や
治
療
に

お
け
る
医
師
の
裁
量
を
狭
め

か
ね
な
い
。

　

保
団
連
は
「
機
械
的
、
画

一
的
な
審
査
を
し
な
け
れ
ば

90
％
と
い
う
目
標
は
達
成
で

き
な
い
」
と
し
、
症
状
詳
記

が
あ
る
な
ど
機
械
的
処
理
が

難
し
い
レ
セ
プ
ト
へ
の
審
査

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
。

支
部
の
廃
止
・
再
編

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
に
よ

る
業
務
効
率
化
に
合
わ
せ

て
、
支
払
基
金
は
現
在
47
都

道
府
県
に
あ
る
支
部
組
織
を

廃
止
・
再
編
す
る
。
レ
セ
プ

ト
点
検
業
務
と
審
査
業
務
を

分
割
し
、
支
部
長
の
権
限
を

本
部
に
集
約
し
、
統
制
を
強

め
る
狙
い
だ
。

　

47
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

て
い
る
支
部
を
２
０
２
１
年

４
月
１
日
に
廃
止
し
審
査
事

務
局
を
新
設
し
、
本
部
の
も

と
に
置
く
。
こ
れ
ま
で
支
部

で
行
っ
て
き
た
レ
セ
プ
ト
点

検
業
務
を
10
カ
所
程
度
の

「
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
」
に

集
約
し
、
効
率
化
を
進
め
る

と
と
も
に
地
域
ご
と
の
「
不

合
理
の
差
異
の
解
消
」
を
目

指
す
。

　

こ
う
し
た
再
編
に
よ
る
影

響
に
つ
い
て
保
団
連
は
、
自

治
体
ご
と
に
異
な
る
子
ど
も

医
療
費
助
成
な
ど
独
自
事
業

や
再
請
求
に
つ
い
て
医
療
機

関
へ
の
て
い
ね
い
な
対
応
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
懸

念
。
気
候
や
地
域
の
地
理
的

特
徴
、
な
ど
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
て
審
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

政
府
の
財
政
運
営
の
方
針

と
な
る
「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
の

方
針
２
０
１
９
）」
が
６
月

21
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

骨
太
方
針
で
は
、
改
め
て
10

％
へ
の
消
費
増
税
の
実
施
が

明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社

会
保
障
費
の
削
減
を
重
点
課

題
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
骨
太
方
針

２
０
１
８
で
19
年
か
ら
21
年

を
財
政
の
「
基
盤
強
化
」
を

進
め
る
期
間
と
し
、
そ
の
柱

に
社
会
保
障
費
抑
制
を
掲
げ

た
。
今
年
は
、
参
議
院
選
挙

を
目
前
に
控
え
国
民
へ
の
負

担
増
を
露
骨
に
明
示
す
る
こ

と
を
避
け
た
が
、
削
減
路
線

は
堅
持
。
参
院
選
後
に
次
年

度
方
針
作
成
に
向
け
た
給
付

削
減
と
負
担
増
へ
の
計
画
を

ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。

負
担
増
許
さ
ぬ
選
択
を

　

財
政
制
度
等
審
議
会
（
財

政
審
）
の
建
議
（
６
月
19
日

提
出
）
か
ら
社
会
保
障
削
減

に
向
け
た
具
体
策
が
読
み
取

れ
る
。
医
療
に
お
い
て
は
、

▽
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓

口
負
担
の
２
割
化
▽
受
診
時

定
額
負
担
の
導
入
▽
薬
剤
自

己
負
担
の
引
き
上
げ
―
―
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

財
政
審
は
、
平
成
を
受
益

の
拡
大
を
求
め
る
ゆ
が
ん
だ

勢
力
に
あ
が
な
い
き
れ
な
か

っ
た
時
代
と
総
括
。
政
府
は

「
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
社
会

保
障
削
減
を
加
速
さ
せ
る
。

　

削
減
路
線
か
ら
転
換
す
る

た
め
に
は
政
治
を
変
え
る
し

か
な
い
。
参
議
院
選
挙
で
は

負
担
増
を
許
さ
ぬ
選
択
が
求

め
ら
れ
る
。

審
査
支
払
機
関
①

患
者
・
医
師
に
不
利
益
懸
念

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
専
門
性

向
上
等
に
よ
り
目
指
す
べ

き
審
査
支
払
プ
ロ
セ
ス

現
行
審
査
支
払
プ
ロ
セ
ス

※

全
て
の
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て

　

審
査
委
員
会
で
決
定
す
る
仕
組
み

厚労省資料

【
シ
ス
テ
ム
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

【
職
員
】

職
員
に
よ
る
事
前
チ
ェ
ッ
ク

【
審
査
委
員
会
】

審
査
委
員
に
よ
る
審
査

【
シ
ス
テ
ム
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で

完
結

【
２
０
２
２
年
度
に
は
レ
セ

プ
ト
全
体
の
９
割
程
度
を

目
指
す
】

【
審
査
委
員
会
】

審
査
委
員
に
よ
る
審
査

【
審
査
委
員
会
に
か
け
る

レ
セ
プ
ト
は
重
点
審
査
分

に
限
り
、
全
体
の
１
％

以
下
を
目
指
す
】

【
職
員
】

医
療
専
門
職
等
を
含
め
、

職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク

に
よ
り
完
結
す
る
体
制
へ

【
レ
セ
プ
ト
全
体
の

１
割
程
度
を
目
指
す
】

既
に
判
断
が
定
着
し
て
い
る

レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は

職
員
で
チ
ェ
ッ
ク

既
に
判
断
が
定
着
し
て
い
る

レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は

職
員
で
チ
ェ
ッ
ク

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

拡
充
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

拡
充


